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1 Google は Alphabet というホールディング・カンパニー（親企業）の子会社になったが、便宜上、この小論ではグー
グルという「企業名称」で述べていく。
2 イギリスのガーディアン紙によると、グーグルは政府機関に社員を送り込み、ヨーロッパの政府要人もグーグル
に入社しているといっている。（2016 年 6 月 4 日の記事）
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3 日経コンピュータ編『Google の全貌』、2009 年、169 ページ。
4 ラズロ・ボック / 鬼澤忍・矢羽野薫訳『ワークルールズ』、東洋経済新報社、2015 年、165 ページ。
5 売上高と時価総額は、http://www.asahi.com/articles/ASJ222QXPJ22UHBI00N.html
 社員数は http://www.statista.com/statistics/273744/number-of-full-time-google-employees/ を参照のこと。








ムから 10 万ドルの投資を受けたことである。1999 年に、ベンチャー・キャピタリストのクラ
イナー・パーキンスやセコイア・キャピタルからの本格的資金供給があった。ノベルの CEO

























憑りついていたといってよい。彼の経営哲学の神髄とも言える Reality Distortion Field（現実
6 初期グーグルの経営意思決定については、エリック・シュミット、ジョナサン・ローゼンバーグ、アラン・イー
グル / 土方奈美『How Google Works ? 私たちの働き方とマネジメント』、日本経済新聞社、2014 年、218 〜 220 ペー
ジを参照のこと。
7 2007 年に、アップル・コンピュータはアップルと会社名称を変更した。
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グーグルというビヒモスの素描




プアウト。そして IBM のクローン機製作のための、社員数が 10 人程度の零細企業マイクロソ
フト訪問のエピソード（特に、デジタル・リサーチ社 CEO、ゲーリー・キリドールの失策は
伝説化している）、アップルというライバル・ソフト企業との闘い。IBM との呉越同舟の関係

















グルは、Many Core と呼ばれる並列処理の CPU を主体に、自前でスーパー・コンピュータを
スケール・アップしていくソフトウェアとハードウェアを兼ねる企業なのだ。
組織構造
　2011 年、グーグルの CEO は持ち株会社の CEO でもあるラリー・ページになった。現在、彼
は、まだ 40 歳前半であるために、少なくとも 10 年、長い場合には、20 年以上、CEO の地位
にいられる可能性は強い。多数の製品開発に力点をおいているために、必然的に機能的組織の
8 イーライ・パリサー / 井口耕二訳『閉じこもるインターネット』、早川書房、2012 年、281 ページ。
9 この問題は、アップルと FBI との iPhone ロック解除問題となり、政府と情報企業との緊張が存在することが世
間に知れ渡った。最終的には、政府機関が ICT 企業に必要な時に情報提供の依頼をすることで決着した。この話
題は 2016 年 2 月に起きたものである。
10 デビッド・ヴァイス、マーク・アルミー ド/ 田中理香訳『Google 誕生』、イー ストプレス、2006 年、423 ページ〜 424 ページ。
























Computer）から続々と生まれる。G-Mail や Google Chrome の立ち上げによって、マイクロ










11 エリック・シュミット、ジョナサン・ローゼンバーグ / 土方奈美訳『How Google Works 私たちの働き方とマネ
ジメント』、日本経済新聞社、2014 年、105 〜 106 ページ。
12 グーグルの日本法人も社長職を 2015 年以来、おかなくなり、自律的権限は失われたようである。
13 日経コンピュータ　2015 年 3 月 19 日号
14 1990 年代には、マイクロソフトは、独禁法問題で国家的規模での大掛かりな係争に巻き込まれたが、グーグルの
ように、あらゆるビジネス領域から係争に巻き込まれることはなかった。
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15 竹内一正『グーグルが本を殺す』飛鳥新社、2008 年。58 〜 59 ページ。NHK 取材班『グーグル革命の衝撃』NHK 出版、
2007 年、227 ページ。
16 グーグルのロビー活動の展開については、スティーブン・レヴィ / 仲達志・池村千秋訳『グーグルーネット覇者
の真実』阪急コミュニケーションズ、2011 年の「グーグルの政治学」7 章を参考のこと。






ンバレー・その知られざる顔」NHK・BS　世界のドキュメンタリー、2015 年 11 月 23 日、放映。


























ジョン・バッテル / 中谷和男訳『ザ・サーチ』、日経 BP 社、2005 年。
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